
 

 

抗議声明 危険なプルサーマルは即刻中止せよ 

使用済ＭＯＸ燃料は、高浜原発が廃炉になってもプールで冷却しなければならない 

 

本日（11 月 22 日）、フランスから高浜原発にＭＯＸ燃料が輸送されてきた。昨年 11 月に続き、

フランスからの輸送は５度目となる。プルサーマルを推進し続ける関西電力に強く抗議する。 

 

プルサーマルは、本来ウラン燃料を燃やすはずの炉で異質な核特性をもつプルトニウムを燃や

すもので、通常のウラン燃料よりはるかに危険になる。 

 

関電は、1999 年の英国ＢＮＦＬ社製不正ＭＯＸ事件以降、製造元をフランスに変更した。し

かし、そのフランスで製造が困難になっている。ＭＯＸ燃料に特有の危険なプルトニウム・ス

ポット（プルトニウムの塊。異常に激しい燃え方をする）が生じていることが大きな問題にな

り、製造能力が落ち込んでいる。それに伴い 高浜原発のプルサーマル規模も縮小となり、本

来１基当たり 40体のＭＯＸ燃料を用いるはずが、せいぜい半分の 20体にとどまっている。品

質の疑わしい危険なＭＯＸ燃料は使うべきでない。 

 

さらに、使用済ＭＯＸ燃料は六ヶ所再処理工場では処理できないため、原発敷地から運びだす

ことができない。使用済ＭＯＸ燃料を処理するための「第二再処理工場」は政府の計画からも

消えている。原発敷地内のプールで 100年以上も冷却・保管するしかない。高浜原発が廃炉に

なっても、厄介な使用済ＭＯＸ燃料は残り続け、子々孫々に多大な負担を強いることになる。 

 

プルサーマルを実施している高浜原発３・４号炉では、事故やトラブルが頻発している。蒸気

発生器の伝熱管（細管）の外側に、定期検査のたびに傷が見つかり、両炉で６回も連続して起

きている。伝熱管の厚み 1.27mm が最小で約 0.5mm にまで薄くなり、それで約 100 気圧差を支

えている。傷が貫通し伝熱管が破断すれば、一次冷却水喪失という大事故に至る危険がある。

しかし、傷の原因を明確に特定することもなく運転を続けている。そこに危険なＭＯＸ燃料を

燃やすなど、住民の安全をないがしろにするもので到底許されない。さらに関電は、高浜原発

の 40年超運転に向けた準備を進め、老朽原発でプルサーマルを継続しようとしている。 

 

政府は新たな原発推進政策を推し進めようとしている。原発の運転期間「40 年原則」の撤廃、

老朽原発の運転継続、増設・リプレース、核燃サイクル政策の継続等々。核燃サイクル政策が

破綻している現実も、原発推進によって大量に生み出される核のゴミの現実にも目を向けよう

としない。福島原発事故の教訓を省みようともしない、これら無責任極まりない原発推進を許

すことはできない。 

 
プルサーマルは即刻中止せよ。政府の原発推進政策を止めていこう。 
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